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アルコールはトランキライザーか 
A1coho1 and Presynaptic Inhibition --
アルコール(エタノール)は一般的には中枢抑制薬という分類に属しながら，
発揚期が長すぎ，麻酔期が短かく中毒期に移行しやすいという性質などのために
麻酔薬とはなり得ず，医療用としてはせいぜい手指の消毒薬として寄在する程度
といってよい。それでいてアルコールについての研究は今さらいうまでもなく枚
挙にいとまがなく， しかも前記のごとき教科書的な結論に結び合されるものがす
くなくない。大量を用いた場合のことはさておき，小量のアルコールの示す微妙
な中枢効果について果してその基盤はどのようなものであるかは単に中枢薬理学
の研究の徒のみならず， 日常酒を愛する人々がふと考える問題でもあろうかと思
う。それらが一つの声となって出てきたのはトランキライザーが世にあらわれた
頃であった。当時トランキライザーに投げかけられた聞の一つに，従来の催眠
薬， ことにパノレピツール酸誘導体などを小量用いたときの効果と果して本質的に
異なるのかというものがあり，ほかの一つにアルコールは一体トランキライザー
になるのかという問題があった。前者に対する答は種々提出されてきたが，後者
についてはやや日常的なニュアンスをもひく命題のためでもあったかそのまま
答えられずに来たように思う。ところが今年のはじめ Davido百 (1973) により
報告されたアルコールの作用機序はこの問題に一つの回答を与えることになった
ようである。シナプス前抑制機構が特殊の発達をしているとみなされるカエルの
摘出脊髄標本を用い，栄養液で濯流しながら後根電位を記録しアルコールを投与
してその作用をしらベた。脊髄のシナプスにおけるブレーキの役目をするシナプ
ス前抑制とシナプス後抑制のうち，後根電位や後根反射電位のかかわるのはシナ
プス前抑制であり， シナプス前抑制が増せば後根電位の大きさも増すことが知ら
れている。 Davidoffはアルコールがシナプス前抑制を増強すること，しかもシ
ナプス前抑制の伝達物質とみられる GABAの効果によく協力することを実験的
に証明した。後根電位あるいは後根反射電位がジアゼパムを代表とするようなベ
ンゾジアゼピン誘導体により増強されることは， 昨 1972年， サンフランシスコ
での第五回国際薬理学会でも報告したごとく，私たちの研究室における一連の研
究であきらかにされているo かなり大量使用によっても昏睡を招かないトランキ
ライザーとすべてを同一に論ずることはできないが， アルコーノレも適当な小量に
よりジアゼパムなどと向性質の作用態度をも示し， トランキライザ{としての効
果をあらわす可能性があるといえそうである。
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